
宇宙空間や航空機内では、銀河や太陽からの宇宙線により、空間線量率が高くなり
ます。また富士山のような標高が高い所でも、標高の低い所に比べると宇宙線の影響
を強く受けるので、空間線量率が高くなります。標高の低い所では、大気に含まれる
酸素原子や窒素原子と宇宙線（放射線）が相互作用を起こしてエネルギーを失い、地
表に到達する放射線の量が少なくなるため、空間線量率は低くなります。
人間の生活空間のほとんどの場所の空間線量率は、１時間に0.01から１マイクロ

シーベルトの範囲ですが、中には、土壌にラジウムやトリウムといった放射性物質を
多く含むため、自然放射線レベルが高い地域があります。こうした地域を高自然放射
線地域と呼びます（上巻P67「大地の放射線（世界）」）。
日本には高自然放射線地域と呼ばれる場所はありませんが、ラドン温泉で有名な三

朝温泉のように、土壌にラジウムを多く含んでいる場所では、若干空間線量率が高く
なっています（上巻P68「大地の放射線（日本）」）。
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